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町
で
は
、
私
立
高
校
な
ど
へ
通
学
す
る

生
徒
の
保
護
者
（
授
業
料
負
担
者
）
の
負

担
を
、
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
の
授
業

料
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
対
象
者

①　

十
月
一
日
現
在
、
私
立
の　
　
　
　

・
高
等
学
校
（
全
日
制
、
定
時
制
、
通
信

制
課
程
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）

・
高
等
専
門
学
校

・
専
修
学
校
（
高
等
課
程
）

・
愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
（
高
級
部
）
の

い
ず
れ
か
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
。

②　

十
月
一
日
現
在
、
生
徒
の
保
護
者

（
授
業
料
負
担
者
）
が
、
阿
久
比
町
に

住
所
が
あ
る
こ
と
。

※　

学
校
で
授
業
料
の
納
付
を
全
額
免
除
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さ
れ
て
い
る
方
は
授
業
料
の
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

□
補
助
金
額　

年
額
九
千
円

□
申
請
手
続　

補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
十
月
一
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）
の
午

前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

に
次
の
書
類
を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
補
助
金
交
付

申
請
書
兼
請
求
書

・
十
月
一
日
現
在
の
在
学
証
明
書
（
右
記

申
請
書
内
に
証
明
欄
あ
り
）

※　

九
月
末
ご
ろ
左
記
学
校
に
は
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。
（
そ
の
他
の
学
校
の

生
徒
は
、
学
校
教
育
課
の
窓
口
へ
）

【
私
立
高
校
】
愛
工
大
名
電
高
校
・
愛
産

大
工
業
高
校
・
愛
知
女
子
高
校
・
瑞
穂
高

校
・
亨
栄
高
校
・
金
城
学
院
高
校
・
椙
山

女
学
園
高
校
・
星
城
高
校
・
大
同
高
校
・

中
京
大
中
京
高
校
・
市
邨
高
校
・
名
女
大

高
校
・
日
福
大
学
付
属
高
校
・
名
城
大
学

附
属
高
校
・
清
林
館
高
校
・
東
邦
高
校
・

栄
徳
高
校
・
東
海
高
校
・
名
古
屋
大
谷
高

校
・
弥
富
高
校
・
光
ヶ
丘
女
子
高
校
・
桜

花
学
園
高
校
・
名
古
屋
高
校
・
名
古
屋
工

業
高
校
・
滝
高
校
・
南
山
高
校
・
南
山
国

際
高
校
・
杜
若
高
校
・
桜
丘
高
校
・
誉
高

校【
私
立
専
修
学
校
高
等
課
程
】
あ
い
ち
ビ

ジ
ネ
ス
専
門
学
校
・
さ
つ
き
調
理
福
祉
学

院
・
東
海
工
業
専
門
学
校
・
桐
華
家
政
専

門
学
校
・
名
古
屋
工
学
院
専
門
学
校
・
名

古
屋
情
報
専
門
学
校
・
サ
ン
デ
ザ
イ
ン
専

門
学
校
・
山
本
学
園
情
報
文
化
専
門
学
校

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
８
）

�
　

食
事
は
子
ど
も
に
と
っ
て
、
栄
養
を
取

る
だ
け
で
な
く
、
心
の
成
長
発
達
の
た
め

に
も
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。
親
子
で

料
理
を
作
っ
て
楽
し
く
食
べ
ま
せ
ん
か
。

□
日　

時　

十
月
五
日（
火
）　

午
前
十
時

〜
午
後
零
時
半

□
内　

容　

親
子
で
簡
単
な
料
理
を
作
り

ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
当
日
の
お
楽
し
み
。

□
場　

所　

町
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対　

象　

就
園
前
の
幼
児
と
保
護
者

□
講　

師　

町
食
生
活
改
善
推
進
員

□
費　

用　

一
組
四
百
円
（
子
ど
も
一
人

増
で
百
円
追
加
）

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン（
子
ど
も
と
保
護

者
用
）、
食
器
を
拭
く
た
め
の
ふ
き
ん
、
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水
筒（
水
分
補
給
用
）、
母
子
健
康
手
帳

□
定　

員　

二
十
組
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛

生
課　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１

１
・
３
１
２
）

�□
科　

目　

機
械
科
、
縫
製
科
、
木
工
科
、

陶
磁
器
科
、
紙
器
製
造
科

□
定　

員　

各
科　

二
十
人

□
期　

間　

一
年

□
対
象
者　

義
務
教
育
を
修
了
ま
た
は
平

成
二
十
三
年
三
月
修
了
見
込
み
の
知
的

障
害
の
あ
る
方
で
、
自
己
の
身
辺
処
理

が
可
能
で
、
訓
練
に
支
障
と
な
る
著
し

い
問
題
行
動
の
な
い
方
。

□
申
し
込
み　

入
校
願
書
、
療
育
手
帳
の

写
し
、
健
康
診
断
書
な
ど
を
半
田
職
業

安
定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
受
け
付
け　

十
月
一
日（
金
）〜
平
成
二

十
三
年
三
月
十
八
日（
金
）

□
試
験
日　

十
一
月
九
日（
火
）以
降
適
性

試
験
、
面
接
試
験

□
費　

用　

無
料
（
公
共
職
業
安
定
所
か

ら
職
業
訓
練
の
受
講
指
示
を
受
け
て
入

校
し
た
場
合
は
、
訓
練
手
当
て
が
支
給

さ
れ
ま
す
）

□
そ
の
他　

訓
練
生
は
全
員
寮
生
活
と
な

り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
台
職
業
訓
練
校

　

募
集
係　
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　食品事故や産地偽装が起こった際に、素早く回収や原
因究明ができるよう、１０月から「米トレーサビリティ法」
がスタートします。
　米トレーサビリティ法※１の施行により、米の生産者か
ら製造・流通・小売・外食業者など、米・米加工品（米
飯類を含む）を取り扱うすべての事業者は、①その取引
などに係る記録の作成・保存②原料米の産地情報の伝達
を行わなければなりません。
　米・米加工品の取引の記録の作成・保存は、平成２２年
１０月１日から取引されたものから適用され、事業者は、
取引などに係る記録（品名、産地※２、数量、年月日、取
引先名、搬出入の場所など）を作成し、保存（原則３年
間）することが必要になります。
　産地情報の伝達は、平成２３年７月１日以降に出荷され
る米穀から適用され、事業者間では、伝票または商品の
容器・包装への記載により産地情報として国内産、外国
産（国名）などの伝達が必要になります。
　一般消費者に米・米加工品を販売・提供する場合には、
商品包装への産地情報の記載や、外食店であれば米飯類
に関する産地情報を店内に掲示したり、メニューに記載
したりするなどにより伝達する必要があります。
　※１：米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報

の伝達に関する法律
　※２：産地は、国産米の場合は「国内産」、「国産」等

と記載し（ただし、都道府県名や一般に知られ
た地名でも可）、外国産の場合はその「国名」
を記載

□問い合わせ先　東海農政局食糧部消費流通課の米ト
レーサビリティ担当　�０５２（７６３）４３４３

１０月から米トレーサビリティ法が 
スタートします 

１０月から米トレーサビリティ法が 
スタートします 


